
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外筒に内筒又はピストンロッドを軸方向移動可能に取付け、外筒の端部にシール部材及
びシール部材の抜け止め作用をなすストッパリングを取付けた油圧緩衝器において、
　前記ストッパリングを部分的に折り曲げて内方に突出する内方突部を複数個形成し、
　バンプストッパラバーを受けるためのバンプストッパシートが一体的に取付けられたキ
ャップ部材に、前記外筒の端部外周面に圧入するための取付部と、この取付部よりも内周
側で軸方向に突出する環状の抑え部とを一体成形することで、この抑え部

前記ストッパリングの抜け止めを図ることを特徴とする油圧緩衝器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は油圧緩衝器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
油圧緩衝器としては、▲１▼実開昭５２－８９５８５号公報「油圧緩衝器の上端取付部材
」、▲２▼実公昭５５－４８２０４号公報「油圧緩衝器のバンプストッパー」が知られて
いる。
【０００３】
上記▲１▼は、最圧縮時に油圧緩衝器の先端に設けたクッションゴムと当たるバンプスト
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ッパに関する技術であり、同公報の図に示される通り、アウターチューブ４と、このアウ
ターチューブ４の端部内面に取付けたベアリング３及びオイルシール７と、これらベアリ
ング３及びオイルシール７を支持し、且つクッションゴムに当たるバンプストッパ６とを
備える。
【０００４】
上記▲２▼は、ストッパーラバーの先端に亀裂が生じて短期間に損傷したり、緩衝器の内
部の圧力が過度に上昇・降下して油洩れを生じたりするのを防止する油圧緩衝器のバンプ
ストッパーに関するものであり、同公報の第１図に示される通り、シリンダ１と、このシ
リンダ１の上部内面に取付けたオイルシール１３と、シリンダ１の上端に嵌合したキャッ
プ７と、このキャップ７の外面に固定され、且つストッパーラバー６の当たるストッパー
シート８とを備える。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記▲１▼では、クッションゴムの衝突や、油圧緩衝器に伝わる振動等で長期間使用した
後にアウターチューブ４とバンプストッパー６との嵌合に緩みが生じるおそれがあり、ア
ウターチューブ４へのオイルシール７やベアリング３の固定が確実でないという不都合が
ある。
また、上記▲２▼では、シリンダ１上端を径内方へ縮径させた後、キャップ７を嵌合して
いるので、緩衝器内部のメンテナンスのための分解ができないという不都合がある。
そこで、本発明の目的は、シリンダに取付けたオイルシールや軸受を確実に固定すること
のでき、かつメンテナンスのために分解することのできる油圧緩衝器を提供することにあ
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明の請求項１は、ストッパリングを部分的に折り曲げて
内方に突出する内方突部を複数個形成し、バンプストッパラバーを受けるためのバンプス
トッパシートが一体的に取付けられたキャップ部材に、外筒の端部外周面に圧入するため
の取付部と、この取付部よりも内周側で軸方向に突出する環状の抑え部とを一体成形する
ことで、この抑え部 ストッパリングの抜け止めを図る。
　これにより、シール部材をストッパリング及びキャップ部材の両方で抜け止めすること
ができ、シール部材を確実に固定することができる。
　また、油圧緩衝器をメンテナンスのために分解することができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を添付図に基づいて以下に説明する。
図１は本発明に係る油圧緩衝器の伸長時断面図であり、倒立型ストラットダンパである油
圧緩衝器１は、取付けブラケット２を備えた外筒３（一般にストラットチューブと言う。
）に、内筒としてのダンパチューブ４を上下動可能に挿入し、このダンパチューブ４の内
部にダンパピストン５を臨ませ、このダンパピストン５をロッド６を介して外筒３の底蓋
７に固定し、ダンパチューブ４の上部に下向きにバンプストッパラバー８、防塵ブーツ９
を取付け、ダンパチューブ４の上端に取付けた上部スプリングシート１１と外筒３の外面
に取付けた下部スプリングシート１２との間に懸架スプリング１３を取付けた構造のダン
パである。
１５はロッドガイド、１６はオイルシール、１７はオイルシール止め、１８はマウンティ
ングブラケットである。
【０００８】
以上の油圧緩衝器１の基本的作動を説明する。
図１において、ダンパピストン５上方の第１室２１は、上部にガス２３、下部に作動油２
４が溜まり、ダンパピストン５下方の第２室２２に作動油２５（作動油２５は前記作動油
２４と同一油であるが、位置を区別するために符号を変えた。）がフルに充たされている
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。
相対的にダンパチューブ４に押下げ力が働くと、第１室２１の作動油２４の一部がダンパ
ピストン５のオリフィスを介して第２室２２へ移動し始め、減衰力が発生する。
【０００９】
図２は本発明に係る油圧緩衝器の収縮時断面図であり、ダンパピストン５の高さ位置は変
らず、ダンパチューブ４が一杯に下がったことを示す。このとき、第２室２２に進入する
ロッド６の体積の増加は、第１室２１上部のガス２３が圧縮されて収縮することで吸収す
る。
【００１０】
図３は本発明に係る外筒の上部の拡大断面図であり、外筒３の上部を拡径して大径部３１
を形成し、この大径部３１上方の外筒３の内面上端に上部オイルシール３２、その下に上
部軸受３３を取付け、上記大径部３１下方の外筒３の内面に下部軸受３４、その下に下部
オイルシール３５を取付け、これら上部・下部オイルシール３２，３５及び上部・下部軸
受３３，３４にダンパチューブ４を上下動可能に挿入し、上部・下部オイルシール３２，
３５と外筒３とダンパチューブ４とで囲った空間を上部・下部オイルシール３２，３５及
び上部・下部軸受３３，３４を潤滑するための潤滑油室３６としたことを示す。
【００１１】
また、図３は、外筒３を縮径する又は局部的に凹ませることで外筒３の内面にストッパカ
ラー３７を固定し、このストッパカラー３７の上部に下部オイルシール３５を当て、この
下部オイルシール３５に下部軸受３４を添わせるとともに、上部オイルシール３２に上部
軸受３３を添わせ、上部・下部軸受３３，３４間にディスタンスカラー３８を介在させ、
潤滑油室３６内に上部軸受３４に添わせた潤滑油含浸部材４１と、ダンパチューブ４の外
面に嵌めたＯリング４２と、下部に設けた中空弾性体４３とを収納し、外筒３の上部内面
に環状溝３ａを形成し、この環状溝３ａに上部軸受３３及び上部オイルシール３２の抜け
止め作用をなすストッパリング４５を嵌め、このストッパリング４５に当ててバンプスト
ッパアセンブリー４６を外筒３の上端に取付けたことを示す。
【００１２】
外筒３において、上部オイルシール３２及び上部軸受３３を取付ける位置の内径をＤ１、
大径部３１の内径をＤ２、下部軸受３４及び下部オイルシール３５を取付ける位置の内径
をＤ３とすると、Ｄ２＞Ｄ１＝Ｄ３となる。
上部軸受３３はハウジング３３ａに軸受本体３３ｂを嵌合したものである。下部軸受３４
もハウジング３４ａに軸受本体３４ｂを嵌合したものである。
上記上部軸受３３と下部軸受３４、上部オイルシール３２と下部オイルシール３５の外径
はそれぞれ同一であり、共用可能である。
【００１３】
潤滑油室３６は密閉空間であり、原則として、組立て時に潤滑油を満充填する。潤滑油は
温度変化により体積が変化する。潤滑油が膨張したときには、中空弾性体４３が収縮して
それを吸収し、潤滑油が収縮したときには、中空弾性体４３が膨張する。従って、潤滑油
を見掛け上、満充填することができ、この結果、上部オイルシール３２及び上部軸受３３
を潤滑油に浸すことができ、良好な潤滑が可能となる。
ストッパカラー３７は、下部軸受３４の下降を抑える部材であり、本例では薄板の円筒で
ある。
【００１４】
ディスタンスカラー３８は、上部軸受３３の下降及び下部軸受３４の上昇を抑える部材で
あり、本例では下部を小径とした薄板の２段円筒であり、上部に潤滑油含浸部材４１の下
降を抑える環状の内方凸部３８ａを有する部材である。
潤滑油含浸部材４１は、オイルを含浸し、このオイルを上部軸受３３及び上部オイルシー
ル３２に供給して上部軸受３３及び上部オイルシール３２の潤滑を促す部材であり、例え
ば、リング状に形成したフェルト（一般にフェルトリングという。）が好適である。
【００１５】
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Ｏリング４２は、潤滑油室３６内のオイル中を移動する場合にはダンパチューブ４と一体
的に移動し、機械的外力が作用する場合にはダンパチューブ４と相対的に移動可能とした
ものである。
これにより、ダンパチューブ４が上動したときにＯリング４２がオイルをかき上げて上部
軸受３３及び上部オイルシール３２にオイルを供給することができる。また、図にはダン
パチューブ４が上動した後にＯリング４２がディスタンスカラー３８の内方凸部３８ａに
当たった状態を示し、ダンパチューブ４が下動した後にＯリング４２はディスタンスカラ
ー３８の屈曲部３８ｂ上部に想像線で示すように当たった状態となる。
【００１６】
このＯリング４２の移動量Ｌは、この油圧緩衝器１のストローク量よりも小さい。即ち、
ダンパチューブ４が上動したときに、Ｏリング４２は、初めダンパチューブ４と一体的に
移動するが、ディスタンスカラー３８の内方凸部３８ａに当たると、ダンパチューブ４の
外面上を滑る。また、ダンパチューブ４が下動したときに、Ｏリング４２は、初めダンパ
チューブ４と一体的に移動するが、ディスタンスカラー３８の屈曲部３８ｂに当たると、
ダンパチューブ４の外面上を滑る。
これにより、油圧緩衝器１のストロークを大きくしたり、外筒３の全長を小さくしたりす
ることができる。
【００１７】
中空弾性体４３は、外には通じていない一個又は多数の空洞４３ａ・・・（・・・は複数
個を示す。以下同様。）を含む弾性体であり、例えば独立発泡弾性体又はウレタンゴムや
発泡性樹脂を薄いラバーや樹脂で包んだものが好適である。
【００１８】
バンプストッパアセンブリー４６は、外筒３に取付けるキャップ部材であるバンプストッ
パキャップ４７と、この油圧緩衝器１の収縮時にバンプストッパラバー８（図１参照）を
受けるバンプストッパシート４８とを一体的に溶接したものである。
バンプストッパキャップ４７は、ストッパリング４５に当てて抜け止めを図る抑え部４７
ａと、外筒３に圧入するための取付部４７ｂと、エア抜き用窓４７ｃ（図５参照）とを備
える。
尚、バンプストッパアセンブリー４６は、切削加工による一体成形品又は合成樹脂の一体
成形品でもよい。
【００１９】
図４は図３の４－４線断面図であり、ストッパリング４５は、内方突部４５ａを複数個備
え、これらの内方突部４５ａにバンプストッパキャップ４７の抑え部４７ａを当ててスト
ッパリング４５の抜け止めを図る。
これにより、上部軸受３３及び上部オイルシール３２をストッパリング４５で抜け止めし
、このストッパリング４５をバンプストッパキャップ４７で抜け止めすることができ、上
部軸受３３及び上部オイルシール３２を確実に固定することができる。
【００２０】
以上に述べたストッパリング４５及びバンプストッパアセンブリー４６の外筒への組付要
領を次に説明する。
図５は本発明に係る油圧緩衝器の外筒上部の組付要領を示す分解断面図である。
外筒３の内面に上部軸受３３及び上部オイルシール３２を挿入した後、まず、外筒３の環
状溝３ａにストッパリング４５を嵌める。
【００２１】
次に、外筒３の上部外面にバンプストッパアセンブリー４６の取付部４７ｂを抑え部４７
ａの下端がストッパリング４５の内方突部４５ａ（図４参照）に当たるまで圧入する。
これで、ストッパリング４５及びバンプストッパアセンブリー４６の組付が完了する。
【００２２】
このように、外筒３にバンプストッパアセンブリー４６を簡単に取付けることができ、し
かも、バンブストッパキャップ４７とバンプストッパシート４８を一体化したことで、ス
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トッパリング４５の抜け止めとバンプストッパシート４８の取付けとを同時に実施するこ
とができる。
また、油圧緩衝器１をメンテナンスのために分解することができ、油圧緩衝器１の性能を
長期に渡って維持することができる。
【００２３】
図６は本発明に係るバンプストッパアセンブリーを正立型油圧緩衝器に適用した例を示す
側面図であり、油圧緩衝器５０は、シリンダ５１と、このシリンダ５１に収納したピスト
ン（不図示）に取付けたピストンロッド５２と、シリンダ５１の上部内面に挿入したオイ
ルシール５３と、このオイルシール５３の抜け止めのためにシリンダ５１内面の環状溝５
１ａに嵌めたストッパリング５４と、このストッパリング５４の上部に当ててシリンダ５
１の上端に取付けたバンプストッパアセンブリー５５とを備える。
【００２４】
ストッパリング５４は、図４に示したのと同様な内方突部を有する。
バンプストッパアセンブリー５５は、シリンダ５１に取付けるキャップ部材であるバンプ
ストッパキャップ５７と、この油圧緩衝器５０の収縮時にバンプストッパラバー（不図示
）を受けるバンプストッパシート５８とを一体的に形成したものである。
バンプストッパキャップ５７は、ストッパリング５４の内方突部（不図示）に当てて抜け
止めを図る抑え部５７ａと、シリンダ５１に圧入するための取付部５７ｂとを備える。
【００２５】
尚、本発明のストッパリング４５は、内方突部４５ａを４箇所形成したものであるが、こ
れに限るものではなく、内方突部４５ａを２、３箇所又はこれ以外の複数箇所形成しても
よく、要はバンプストッパキャップ４７で抑えられればよい。
【００２６】
【発明の効果】
　本発明は上記構成により次の効果を発揮する。
　請求項１の油圧緩衝器は、ストッパリングを部分的に折り曲げて内方に突出する内方突
部を複数個形成し、バンプストッパラバーを受けるためのバンプストッパシートが一体的
に取付けられたキャップ部材に、外筒の端部外周面に圧入するための取付部と、この取付
部よりも内周側で軸方向に突出する環状の抑え部とを一体成形することで、この抑え部

ストッパリングの抜け止めを図るので、シール部材をストッパリング及
びキャップ部材の両方で抜け止めすることができ、シール部材を確実に固定することがで
きる。
　また、油圧緩衝器をメンテナンスのために分解することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る油圧緩衝器の伸長時断面図
【図２】本発明に係る油圧緩衝器の収縮時断面図
【図３】本発明に係る外筒の上部の拡大断面図
【図４】図３の４－４線断面図
【図５】本発明に係る油圧緩衝器の外筒上部の組付要領を示す分解断面図
【図６】本発明に係るバンプストッパアセンブリーを正立型油圧緩衝器に適用した例を示
す側面図
【符号の説明】
　１，５０…油圧緩衝器、３…外筒、４…内筒（ダンパチューブ）、８…バンプストッパ
ラバー、３２ … 上部オイルシール、 ３３…上部軸受
、４５，５４…ストッパリング、４５ａ…内方突部、４７，５７…キャップ部材（バンプ
ストッパキャップ）、４７ａ，５７ａ…抑え部、 ４８，５８…
バンプストッパシート 。
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，５３ シール部材（ オイルシール）、

４７ｂ，５７ｂ…取付部、
、５２…ピストンロッド



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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